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金銭管理の項目
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貯蓄と保障(表)

主な目的 典型的な手段

貯蓄 目標額を貯める

（教育資金、住宅購入
 資金など）

預貯金

（定期預金、郵便
 貯金など）

保障 経済的リスクに備える

（入院、稼ぎ手の死亡、
 事故など）

保険

（生命保険、損害
 保険、健康保険な
 ど）



生命保険の仕組み－問題

問題

・健康な45歳男性（夫）が1,000人いる。

・1年間に２名が死亡すると仮定する。

・自分が死亡した場合に備えて、遺族の生
 活資金として1,000万円を残すには？

・・・・・・・・・・

・預貯金で備えるには？

・生命保険で備えるには？



回答：預貯金の仕組みで備える

それぞれが万一に備えて、1年間に
1,000万円を貯める。

死亡した場合には1,000万円を遺族
の生活資金として使う。

（1,000万円を貯める必要がある。1年
 間資金が固定される。途中で死亡の

 場合には、1,000万円に不足する。）



回答：保険の仕組みで備える

保険

・加入者1,000人が2万円を保険料とし
 てファンドに支払う。（計2,000万円）

・夫が死亡した場合、遺族２名がファンド
 からそれぞれ1,000万円を受け取る。

 （計2,000万円）

（全員が少額の出費で済む。）



生命保険のイメージ

死亡保険ファンド死亡保険ファンド

保険料保険料22万円×万円×1,0001,000名名=2,000=2,000万円万円

死亡者死亡者22名×保険金名×保険金1,0001,000万円万円=2,000=2,000万円万円



預貯金と保険のイメージ

1年加入開始 1年

預貯金

目標額

保険（定期保険）

保
障
額

1,0001,000万円万円
貯
蓄
額

・貯蓄とみた場合：預貯金は、累計が貯蓄額となるので有利。保険は、

 
2 

名が2,000万円を受け取るが、998人にとって貯蓄額は0円。

・保障とみた場合：預貯金はそのときの・保障とみた場合：預貯金はそのときの残高残高が保障額となりが保障額となり不安定。不安定。保障保障

 に要するに要する費用は費用は残高残高と同額となり高価。保険は当初から保障額と同額となり高価。保険は当初から保障額1,0001,000万万
 円で、保障費用は円で、保障費用は22万円と安い。万円と安い。



保険の仕組み－原理

・保険料×加入者数＝事故件数×保険金

変形すれば

・保険料＝
事故件数

加入者数
（発生確率）×保険金

・発生確率はあらかじめわかるのか。
 ・なぜ年齢とともに保険料が高くなるのか。

・なぜ告知や医師の診査が必要なのか。
・なぜ目的に応じて保険の種類が異なるのか。



年齢年齢 男男 女女 年齢年齢 男男 女女

００ ２２..８０８０ ２２..４８４８ ４５４５ ２２..２３２３ １１..１１１１
５５ ００..１４１４ ００..１１１１ ５０５０ ３３..４４４４ １１..７７６６

１０１０ ００..０９０９ ００..０７０７ ５５５５ ５５..５１５１ ２２..４９４９
１５１５ ００..２２２２ ００..１２１２ ６０６０ ８８..５０５０ ３３..５８５８
２０２０ ００..５５４４ ００..２２７７ ６５６５ １２１２..５４５４ ５５..１５１５
２５２５ ００..６６２２ ００..３３２２ ７０７０ １９１９..８５８５ ８８..５７５７
３０３０ ００..７７２２ ００..３３６６ ８０８０ ５７５７..８６８６ ２２８８..１１２２
３５３５ ００..９９２２ ００..５５００ ９０９０ １１５７５７..３８３８ １０１０３３..３３３３

４０４０ １１..３８３８ ００..７７４４ ９５９５ ２３５２３５..５５５５ １７３１７３..７９７９

厚生労働省「平成１８年簡易生命表」

年齢別死亡率（1,000人当たり1年間の死亡者数）



銀行の役割

銀銀
 

行（口座）行（口座）

預金預金 預金＋利息預金＋利息

資産運用・為替など資産運用・為替など 運用・手数料収入運用・手数料収入



生命保険会社の役割

保険会社（ファンド）保険会社（ファンド）

保険料保険料 保険金保険金

資産運用資産運用 運用収入運用収入



保険は契約

契 約 者

保険料

保障（保険金など）

保険
 会社

・契約者は保険料を支払い、保障を購入している。・契約者は保険料を支払い、保障を購入している。

・保障目的を明確にして、契約内容を確認すること・保障目的を明確にして、契約内容を確認すること



生命保険の契約にあたってのポイント

自分の保障ニーズを明確にする。

公的保障制度、企業保障制度、預貯
金などを考慮する。

生命保険会社、インターネットなどを通
じて資料を収集、検討する。

契約する商品を決定する。

契約内容を十分に確認する。

契約を申し込む。

おわり
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